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学校教育支援員による授業での支援風景

学力底上げ推進支援事業

令和６年度　ふるさとてだこの都市応援基金　事業報告書

浦添市立小中学校においては、未だ正答率30％未満児童の割合が県平均と比べ上
回る状況にあり、日本語を母語としない児童・生徒も増加傾向にある。よって、
今後も、学力底上げ推進支援を継続していく。

児童生徒の学力の底上げならびに日本語教育支援を充実させるとともに、学校と
家庭、地域、行政が連携し、すべての児童生徒に質の高い教育を確保することに
より、県の振興計画である「新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画」に示された
「‘人’こそが最大の資源」との考えを具現化でき、個性を伸ばし、自立に向け
た資質・能力を伸ばす教育の推進に資する。

児童生徒の学力の底上げを全校体制で継続的・計画的に行い、児童生徒一人一人
が基礎的・基本的な知識や技能を身に付けるとともに、主体的に取り組む学習意
欲の向上を図る。そのため、①学校教育支援員を市内各小・中学校へ１～２名ず
つ計２２名配置し、学校教育支援を行う。②日本語教育支援員３名を関係小中学
校数校に配置し、日本語を母語としない児童生徒への学習支援等を行う。

４～６月実施各種調査において正答率30％未満の児童生徒を洗い出し、計画的な
個別指導や補習を実施、年度末の調査「沖縄県学力到達度調査」結果との比較を
行い、正答率30％未満の割合の2/3減をめざす。
　日本語を母語とせず、通常学級において、学習内容の習得に支障をきたしてい
る児童生徒の学校生活への適応と当該学年の学習内容の定着をめざす。

（２）生涯学習に関する事業

当該事業を継続的に行う事によ
り、児童・生徒の学力底上げにつ
ながっております。心より感謝申
し上げます。
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